
稚
園
、
保
育
所
、
病
院
と
い
っ
た
施

設
の
連
携
が
で
き
て
き
た
た
め
で
は

な
い
か
と
厚
生
労
働
省
は
分
析
し
て

い
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
関

連
し
た
ス
ト
レ
ス
も
影
響
し
て
い
る

と
み
て
い
る
自
治
体
や
警
察
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　
旭
市
の
相
談
件
数
は
微
増
で
す
が
、

相
談
件
数
は
増
加
の
一
途

　
平
成
23
年
度
に
、
全
国
の
児
童
相

談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し
て
対
応

し
た
件
数
は
、
前
年
よ
り
約
４
、
７

０
０
件
増
の
５
９
、
８
６
２
件（
速

報
値
）。
こ
れ
は
過
去
最
多
の
件
数

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
県
内
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
平

成
23
年
度
の
児
童
虐
待
相
談
受
付
件

数
は
２
、
６
８
９
件
で
、
各
市
町
村

が
受
け
た
件
数
は
２
、
８
１
７
件
で

し
た
。
旭
市
で
も
、
25
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

相
談
件
数
増
加
の
要
因
は
？

　
児
童
虐
待
に
地
域
住
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
や
幼

気
づ
く
の
は  

あ
な
た
と
地
域
の  

心
の
目

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

「女性に対する暴力をなくす運動」
期間です
　夫や恋人からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクシャル
ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は、女性
の身も心も傷つける重大な人権侵害です。また子どもが母親への
暴力を目撃するなど、不安定な家庭環境の中で養育されることは、
子どもにとって虐待になります。目に見える傷はなくても、暴力に
対する罪悪感がなくなったり、ストレスによる身体的症状（嘔

おう

吐
と

、
下痢など）が出現したり、子どもの成長に重大な影響を及ぼします。
　自分だけ我慢すれば済むことではありません。一人で悩まず相
談してください。また身近な人が暴力で悩んでいたら、相談する
ことを勧めてください。

ＤＶ相談窓口
市子育て支援課子育て支援班（☎62-8012）
海匝健康福祉センター（☎0479-22-3101）
県女性サポートセンター（☎043-206-8002）
DV相談ナビ（☎0570-055210）

11月12日（月）〜25日（日）は

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
で
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ

れ
る
な
ど
、
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
付
け
、
児
童
虐
待
問
題
に

対
す
る
深
い
関
心
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
多
く
の
関
係
機
関
が
協
働
し
て
、

各
種
の
取
り
組
み
を
全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
複
雑
で
、
対
応
が
困
難
な
相

談
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
行
為
が
児
童
虐
待
！

●
身
体
的
虐
待
…
子
ど
も
を
殴
る
、

蹴
る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
戸
外
へ

締
め
出
す
な
ど

●
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
な
写
真
を
撮
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅
か

し
、
き
ょ
う
だ
い
と
の
差
別
、
子

ど
も
の
前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
振

る
う
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
放
棄
・
怠
慢
） 

…
食
事
や
入
浴
の
世
話
を
し
な
い
、

乳
幼
児
を
残
し
て
の
外
出
な
ど

　
「
し
つ
け
」
と
称
し
て
子
ど
も
に

危
害
や
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
は
、
児

童
虐
待
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

虐
待
と
思
っ
た
ら

　
子
ど
も
自
身
か
ら
は
、
な
か
な
か

相
談
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
所
、
病
院
な
ど
で
働
く
虐
待
を

発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
人
の
ほ

か
、
虐
待
を
発
見
し
た
人
は
、
市
や

児
童
相
談
所
な
ど
へ
通
報
す
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

苦
し
ん
で
い
た
ら

　
苦
し
ん
で
い
る
保
護
者
に
会
っ
た

と
き
は
、
市
や
児
童
相
談
所
な
ど
へ

相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
保
護
者
は
自
分
が
虐
待
し

て
い
る
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
に
限
ら
ず
、
自
分
自
身
が
つ
ら
い
、

苦
し
い
と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で

も
、
気
持
ち
が
落
ち
着
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
何
か
解
決
に
向
け
た
方
法

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
談
・
通
報
先

市
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
62
‐
８
０
１
２

旭
市
家
庭
児
童
相
談
室

☎
62
‐
５
３
６
２

銚
子
児
童
相
談
所

☎
０
４
７
９
‐
23
‐
０
０
７
６

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
０
０
０
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